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（要旨）2020年に大正大学ではガモール TV という企画が始まった。そしてガモール TV

の開局記念として行われた「まる一日 TV」の制作に携わった経験から、その制作手法

と今後の課題、そして継続可能なモデルへの提案を行うことを目的とする。まず、準備

方法についてまとめ映像制作についての手法を分析する。その後に、担当した５つの番

組の構成についてまとめていくこととする。それらの行為の結果から、今後の「まる一

日 TV」の持続可能性を見つけ出すことを目的とする。 
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１．はじめに 

 

ガモール TV とは、「大正大学が運営する新し

いプラットフォーム。YouTube や SNS を通じて、

大正大学に関わりのある皆さんに向けて新鮮な

情報をスピーディに届け」ることを目的に設置

されたものである。（大正大学プレスリリース 

2020年10月29日より一部抜粋） 

大学内の情報発信のために従来の広報誌や

website に加えて YouTube や SNS 等の新たなプ

ラットフォームを積極的に利用して発信してい

く試みである。その第一弾の開局記念として「ま

る一日 TV」という YouTube 上で大正大学に関連

する映像コンテンツを24時間分放送するという

試みが、2020年11月６日（金）19:00から7日（土）

19:00に渡って行われた。 

この「まる一日 TV」では、実際の TV 番組と同

じように、数時間ごとにブロックを区切り、様々

なコーナーを作り、大正大学や近隣地域の魅力

が伝わるような構成となっている。（図１参照） 

11月６日（金）19:00のオープニングには、竣

工したばかりの新８号館の図書館棟を会場に、

新潟県佐渡市を拠点に国際的な活動を行う和太

鼓集団の鼓童による演奏が行われ、そこに大正

大学の太鼓部である鼓鴨や巣鴨で太鼓の活動を

行う鼓友のメンバーが共演を行った。まさに「地

域と連携し社会に貢献していく大学」（地域構想

研究所 website より）を象徴する映像化となっ

た。 

筆者はこの「まる一日 TV」の番組中で、以下

の５つの番組と、各番組の合間に流れる１つの

CM 制作をディレクターとして担当した。 

 

『地域とつながる大正大学』（11/7・7:30〜9:30） 

『すがもオールキャンパス「立川志ららの商店

街で街ブラ！in 巣鴨」』（11/7・9:30〜10:30） 

『TAISHO LIFE CLUB and CIRCLE』（11/7・13:30

〜15:30） 

『「落語に ZOOM」立川一門の落語バラエティ』 

（11/7・15:30〜17:30） 

『光とことばのフェスティバル2020〜祈り〜』

（11/7・18:00〜19:00）＊VTR 部のみ担当 

『地域人 CM』大正大学出版会（地域構想研究所

編） 

 

そこで今回、それらの映像コンテンツの制作

についての手法や、制作後の振り返りによる問

題点の発見、そして今後に向けた改善点につい



てまとめていく。映像制作には多くの時間と人、

そして予算がかかる。今後も継続可能なものに

するための方向性が見えてくることを目標とし

たい。 

 

図１ 「まる一日 TV」番組表 

 

２．「まる一日 TV」前の映像制作 

 

（１）TMJ（ティーマップジュニア） 

「まる一日 TV」の制作に先立って、2020年４

月から TMJ と呼ばれる株式会社 T-map の新入社

員４名に対して、映像制作を可能とする人材育

成を目的として行なった。その内容は、映像制作

に関する講習会と実制作の繰り返しである。 

TMJ は前年度に大正大学地域創生学科を卒業

した卒業生や、他大学からの卒業生で構成され

ている。中には「座・ガモール」の運営に携わっ

ていた卒業生も含まれており、以前に筆者が行

った学生向けの動画制作の研修会経験者もいた。

だが、知識の偏りやコミュニケーションの差が

生じないように、再度ゼロからの映像制作のス

タートとして講習会を計画し、徐々に彼らの役

割を高度にしていく方法で実制作を行うことと

した。 

最初に行ったのが映像制作のためのオンライ

ン講座である。 

（２）オンライン映像制作講座 

2020年４月、初めての TMJ メンバーとの顔合

わせが行われた。折しもコロナ禍のため、ZOOM で

の開催となった。事前に３時間程度で行うこと

を大学側と打ち合わせていたので、その時間で

一通り映像制作についての方法を説明する内容

とした。もちろんこの時間の講義だけでいきな

り映像制作ができるようになるのは不可能であ

る。そのため制作のワークフローと、特に制作す

る上で大切になるポイントとして、企画を固め

る方法、そしてそれを構成表に落とし込んでい

く方法について重点的に説明することとした。

また誤りがちな映像制作の具体例を出し、注意

点を促した。簡潔にまとめると以下である。 

・映像制作は映像という視覚的で具体的なビジ

ュアル制作を行うものであるという点、つま

り企画上ではどうしても理念や思いと言った

抽象的な観念で語られてしまっていることを、

具体的な画にする作業であること。 

・そしてクライアントは依頼時点では具体的な

内容が固まっていないことが多く、ヒアリン

グを行うことで共にイメージを作り上げ、共

有していくことが大切であるということ。 

・そして映像制作では上記の作業を綿密に、繰

り返し行うことで企画書化し、その企画書を

元に撮影するための準備を行うということ。

これら撮影前の企画決定及び撮影準備作業の

ことをプリプロダクションと言い、その作業

が制作全体の過半数の時間がかかるというこ

と。 

注意点として釘を刺したのはこのプリプロダ

クションの作業である。どうしても映像制作と

いうとカメラを構えて撮影するというイメージ

が強い。とりあえず企画が決まっていないのに

カメラを持って撮影に出てしまうと、結果何を

取れば良いのか分からなくなくなってしまう。

その結果、無駄なショットを多数撮り、方針も決

まっていないまま編集作業を行うことで無駄に

時間を浪費することとなる。また、撮影には様々

に権利クリアしなくてはいけないことがあり、



それらを知らずに行ってしまうと気づかぬうち

に法律違反をなってしまう。上記のことを特に

注意し、プリプロダクションの大切さと大変さ

の講習を行った。あわせて簡易ではあるが、撮影

時の注意すべき権利クリアとして、肖像権の問

題について次のようにまとめた。 

・被写体には撮影許可が必要であること。 撮影

前に口頭で許可をもらったとしても、撮影後

に必ず承諾書にサインをもらうこと。撮影許

可時には具体的に映像の使用の範囲を明記す

ること。 

その後、実例として筆者が過去に制作した某

大手飲料メーカーの広告映像であるビジュアル

プロモーション（以下 VP）を見せ、その制作の

流れを当時の資料の提示とともに行った。その

映像制作のワークフローは以下のようになる。 

・某大手飲料メーカーVP 

クライアント（某大手飲料メーカー）が新たな

商品を告知するVP制作の依頼を広告代理店に発

注。 

広告代理店がヒアリングを行い、企画を立ち

上げる。何度もやり取りを重ねて企画が完成す

る。 

広告代理店がその企画を映像制作会社に発注。

映像制作会社のプロデューサー（以下 P）が企画

を映像化するためにスタッフィング、キャステ

ィングを行う。（筆者はディレクター（以下 D）

として招聘された） 

D は企画書を踏まえ、絵コンテを作成する。絵

コンテから必要なロケ場所や小道具、大道具な

どをプロダクションマネージャー（以下 PM）が

調達準備する。 

すべてが準備できたら PPM（プリプロダクショ

ンミーティング）を行い、撮影。撮影後、D がオ

フライン編集を行う。その間に P や PM は作曲家

の選定、ナレーターの選定、編集スタジオやミキ

シングや音の編集を行うMAスタジオの抑えなど

を行い、オフライン編集が終わると本編集を編

集スタジオで行う。 

その後ナレーション収録を行い、音の編集で

ある MA 作業を行い0号が完成。クライアントと

代理店に向けて試写を行い、OK が出た時点で編

集スタジオにて納品形式にメディア変換を行い、

納品。 

簡潔にまとめると映像制作の流れは以上のよ

うになる。それぞれの専門性の業務が複合的に

協働しながら作り上げられるのである。 

ちなみに、撮影前までの企画から準備までを

プリプロダクションと言ったが、同様に撮影後

の編集から完成映像の制作までをポストプロダ

クションと呼ぶ。 

この一連の映像制作の流れを実際の資料とと

もに講義を行い、特に進めていく上で重要なポ

イントとして次の点を提示した。それは企画が

決まるまでと、画コンテが出来た時、またオフラ

インが完成した時、ナレーター選定、音楽選定と

いった映像作品の要所要所となる箇所で、逐一

代理店に確認連絡を取り、クライアントに了承

してもらうということである。 

なぜその確認が重要であるかというと、出来

上がった映像がクライアントのイメージと違っ

てしまうと制作した意味がなくなってしまうこ

と、また途中でクライアントの意図変更があっ

た場合など、再度作り直すこととなってしまう

からである。一般的に、代理店が企画を固めてい

く中で、制作費も一緒に決まっていく。その制作

費の中で収まるように作業をしなくてはならな

いのだが、途中で計画変更となったり、再度撮影

し直しとなるとさらに制作費がかかってしまう。

本編集を終えた映像を見て「違うから作り直し。

でも追加の制作費は出せない。」などと言われて

しまうと、もうどうしようもなくなってしまう

からである。 

クライアントは映像制作のプロではない。本

来は出来上がったものを見てしか判断が出来な

いのはある意味仕方ない点もある。しかし制作

費の予算が潤沢な企業であれば再制作が可能で

あるが、一般的にはそうはいかない。つまり要所

要所で確認を取ることは、制作の進行が順調で

あるとクライアントを安心させるとともに、思



い描いているイメージと違っていないかを確認

し、違っていたとしても微修正で済ませられる

ようにするためである。そのような代理店業務

が重要となってくる。 

そしてもう一つのポイントとして、出来上が

った映像を見せたときに、クライアントの想像

を超えたものにできるとクライアントも、また

制作しているこちら側も幸せになる仕事となる

ということを伝えた。 

以上のことを踏まえ、次は実際に動画制作を

行なった。 

 

（３）「大正大学における tableau 導入動画」 

大正大学をクライアントとし、大正大学が

2020年度から行う新たな学びの紹介を目的とし

た動画制作を行なった。尺は１分。具体的には

tableau を使用した授業がこれから展開される

ということ、そしてその結果、どのような人材育

成となるかということを表現するものとなった。 

ただし、代理店は入れずに TMJ のみでの制作

を行わなくてはいけないこととなった。いきな

りではあるが、プリプロダクションの作業から

実践で鍛える内容となった。 

そこで tableau の授業を担当されるという先

生を呼んでヒアリングを行い、具体的に何がで

きるのか、そしてどのような力を学生が身につ

けられるのかということを聞き出した。ヒアリ

ング内容だけではまだまだ抽象的であったため、

それを具体的なナレーション原稿に落とし込む

作業を TMJ に行わせ、さらにその原稿の上に乗

せる映像はどのような画であるかを考えさせる

こととした。 

映像とナレーションの関係でまずやってしま

いがちなミスとして、画の説明をナレーション

でそのまま言ってしまうということがある。例

えば、犬だけを画面の真ん中に撮影した画に「大

きな犬がいます」というナレーションを乗せる

というようなものである。これでは映像作品化

する意味があまりない。ナレーションは映像の

補足ではない。画をより効果的にするものでな

くてはならない。よく言われることが、画とナレ

ーションは＋（プラス）の関係ではなく、×（か

ける）の関係でなくてはならないと言われる。 

そこで次に、実際に番組等のナレーターを行

っている現役のプロのナレーターを招聘し、講

習会を行うことで、ナレーション原稿の向上を

目指した講習会を行うこととした。 

 

（４）ナレーション講習会 

さて、映像制作の流れを２―（２）でまとめた。

そこではひとつの映像制作には様々な専門のス

タッフが関わっていることが見えた。どのポジ

ションも一朝一夕に習得ができるようなもので

はなく長い修行期間が必要になるが、その中で

も特に素人がすぐに習得することができない技

術で、しかし映像作品のクオリティに直結する

作業としてナレーション作業がある。これは同

じナレーション原稿をプロのナレーターと素人

に読ませ、それぞれを同じ映像に付けると明確

に違いがわかる。 

そこで今回の「大正大学における tableau 導

入動画」では、TMJ がナレーションを付けるので

はなく、映像のナレーション原稿が作れるよう

になること、そして MA スタジオでのナレーショ

ン収録を行うことができるようになることを目

標として行った。 

講師は大正大学出身で、現在フリーの声優や

ナレーターとして活躍している斎藤琴絵氏にお

願いをした。斎藤氏は筆者の教え子でもあり、大

学在学中から声優の養成所にも通いダブルスク

ールを行ってもいた。卒業後はナレーターの事

務所へ所属し、企業 VP や Web CM のナレーショ

ン、商業施設の館内アナウンス、ドキュメンタリ

ー番組のボイスオーバーなどで活躍している。

現在は所属事務所の解体によりフリーとなり、

朗読劇を自身の演出＆プロデュースでも行うな

ど、さらに活動の幅を広げている。豊富な活動歴

に加え、やはり大正大学出身のOGということで、

TMJ により親近感を感じてもらえるようにと人

選を行った。 



事前に今回の講習内容とその目的についてを、

現在制作している「大正大学におけるtableau導

入動画」の詳細を伝え、目的を認識してもらい作

成してもらった。そこからより具体的な内容に

ついて詰めていき、大きく４つの柱での講義兼

実習という形とした。 

・『自己紹介』（過去の制作物の提示も） 

・『ナレーションて何？〜「ライオンとヌー」の

画から考える』 

・『実際の収録資料 〜ある番組の資料を見てみ

よう』 

・『ナレ原稿を完成させよう！ 〜大正大学

tableauVP のナレ原稿を読んでみよう。』 

『自己紹介』は斎藤氏の経歴と現在の活動な

どを説明してもらい、そして『ナレーションてな

に？』ではナレーションの言葉の意味が話術や

物語ることであるという説明から行った。そし

て遠景にヌーの群れが走り近景にライオンが一

頭写っている写真、そしてヌーの喉元に噛み付

いているライオンの写真を提示した。そこから

この画にナレーションを加えるとしたらどうい

ったナレーションが入れられるかを考えさせる

ことを行った。 

当初はやはり見たままの画の説明である、「ヌ

ーが走っています」や「それをライオンが追いか

けています」といったものが多かったが、繰り返

すうちに画の説明ではない言葉が出てくるよう

になった。それは、ライオンの気持ちを語るもの

であったり、ヌーの気持ちを語るものであった

りした。 

すると同じ画でも全く逆の意味を表現するこ

ととなるという気づきが生まれ、ナレーション

ひとつで画の意味が変わるということを講義で

きた。そしてナレーションとは「作り手の意図と

視聴者を繋ぐパイプ役」であったり「視聴者に寄

り添う、チューニング役」であったりもすると結

論づけることができた。 

そして次に実際の現場で使われた番組の台本

とナレーション原稿を見せ、TMJ に仮に作らせた

「大正大学における tableau 導入動画」のナレ

ーション原稿と照らし合わせを行った。そこか

ら違いの発見を行わせた。結果としては、横書き

ではなくナレーション原稿は縦書きであること。

ナレーションを入れ始める画のきっかけ（キュ

ー）を書くこと。ナレーションの箇所は Na、撮

影した現場での声は Onと書くこと。またタイム

コードを起こすことなどの違いが見えてきた。

（図２，３参照） 

その後絵コンテからナレーション原稿を作る

方法の指導を行い、実際に「大正大学における

tableau 導入動画」のナレーション原稿を作るこ

とに成功した。 

そして最後に、このナレーション原稿を実際

に斎藤氏に読んでもらい収録を行った。収録は

大正大学3号館地下の MA スタジオを使用し、ス

タジオ管理者の吉木歩夢氏、勝木駿氏に協力を

頂き、Protools で収録。収録音源をデータでい

ただき、動画編集にて MA を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 絵コンテ（TMJ作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ナレーション原稿（斎藤琴絵さん作成） 



実際のナレーションの収録では、Q 出し（ナレ

ーションを話し始めるタイミングを合図するこ

と）や、ナレーションの雰囲気の演出をディレク

ターが行う。今回はディレクターである筆者が

実際に行ってみせ、TMJにはスタジオ収録の経験

をつけさせた。ここでの演出は具体的に指示を

するということが大切である。例えば、もう少し

高めの声が欲しい時には、「少し高めで」という

演出ではどのくらい高いのが良いのかナレータ

ーにはわからない。そこでは「３歳若く」といっ

た具体的な演出が有効となる。また「親近感や親

密感をもっとだして」ではなく「八百屋の女将風

で」というような演出になることを指導した。 

ナレーションの意味と実例、ナレーション原

稿作成、そして実際に収録体験という音声につ

いて一通りを体験させることができた。 

 

（５）タイトル作成講習会 

ナレーションと同様に、一朝一夕で習得でき

るものではないのが、映像作品のクオリティに

直結する作業としてタイトルデザインが挙げら

れる。これもナレーション講習会と同様に、タイ

トル作成の講習会と実制作を併せ、今回の映像

制作に結び付けられるように企画し実践した。 

講師のデザイナーには、自身の会社でデザイ

ン業務を数多くこなしている高橋憲也氏にお願

いをした。高橋氏は不動産の広告や店舗のメニ

ューなどの商業デザインを行うデザイン事務所

でデザイナーとして活躍し、その後大手生命保

険会社のインハウスデザイナーとして活躍され

た。現在は独立して自身の会社を立ち上げ、デザ

インに web や映像を関連させより幅の広いデザ

イン制作を行っている。 

映像作品におけるデザインには、タイトルや

コーナータイトル、ボイスフォローなど様々な

種類の情報がある。そのすべてを一度に教える

ことは出来ないため、今回は映像作品の全体的

なトーンを作り上げるタイトル作成を中心に行

った。高橋氏には斎藤氏と同様に、事前に目的を

伝えて講義内容の打ち合わせを行い、最終的に

以下の3つを柱としての講習兼実習とした。 

・『自己紹介』（過去の制作物の提示も） 

・『今回のタイトルを高橋氏だったらどのよう

なデザインにするか』（４例の提示） 

・『４例の具体的な作り方指導』 

（Adobe Illustrator） 

事前に高橋氏に「大正大学におけるtableau導

入動画」のタイトル案を４つ作っていただき、そ

れらはどのように作るのかという手順を実際に

Mac を使いながら手順を見せてもらい、その後に

同様にTMJが行うことで習得を行うこととした。 

タイトルは今回の映像の正式タイトルとなっ

た「INNOVATE! 大正大学の学びは新たなステッ

プへ」を『ポップで動きのあるデザイン』、『先

進性を感じさせるデザイン』、『３Ｄの文字を使

ったデザイン』、『メタリックな質感のデザイン』

の４パターンで制作をしてもらった。 

ここから同じタイトルでもデザインを変える

ことで受ける印象が全く違うということが提示

できた。（図４,５,６,７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４           図５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６           図７ 



載せた際に、映像作品全体の雰囲気を感じさ

せ、伝わるようにするのがタイトルの目的であ

る。作り方の実習の後に『ポップで動きのあるデ

ザイン』を例にして、そのイメージが生まれるま

でを具体的に講義を行った。 

それはタイトルの中にあるステップという言

葉に注目し、ステップという言葉から一歩前に

踏み出すというイメージを喚起する。そして一

歩前という抽象的なイメージを具体的なデザイ

ンにすることで足跡とした。また、INNOVATE!の

文字を二重にしてその間を少し開けることで立

体的にし、前進した距離を表すというものであ

った。また躍動感を出すために少しだけ斜めに

角度を付けるというものであった。 

今回はこの４案の中から『ポップで動きのあ

るデザイン』が一番今回の映像作品の雰囲気を

表しているということが TMJ メンバーの一致し

た答えとなったため、このデザインを使用させ

ていただくこととした。 

 

（６）「大正大学における tableau 導入動画」のまとめ 

以上のようにナレーション講習会、タイトル

作成講習会を重ね、TMJは初めての映像制作を一

貫して行った。この講習会の他にも、筆者による

動画編集の講習会を行い、映像編集技術を身に

つけていったりもしたが、今回は紙面文字数の

関係からその箇所は省略する。 

まとめると、特に綿密に指導を行ったのは、企

画を絵コンテにしていく作業であり、制作して

上がったものに筆者が赤を入れて直していくと

いう改訂作業を何度も行った。そこで大切なこ

とは前述したように抽象的な思いを具体的な表

現にしていくということである。そして何度も

出来上がったものをクライアントに提出し、意

思疎通を図るということであった。 

ただこれも前に少し書いたが、クライアント

も素人である。クライアントチェック後に再度

抽象的表現に戻ってしまうという堂々巡りもあ

った。本来であれば代理店がそういったことを

回避するようにクライアントの教育という面も

ある程度行いながら話を進めていくのだが、今

回の制作は代理店は不在。そして経験のない TMJ

ではなかなか解決の難しい出来事となった。 

これが TMJ ではなく学生が制作することにな

っていたとしたら、ダブルバインドと受け止め

られてしまい途中で制作放棄ということになり

やすい。過去に学生に大学の映像や近隣地域の

映像制作依頼があっても完成しなかったことが

あるのだが、それらの例はこのクライアントに

原因がある点が大きい。 

今後、映像制作を継続化していく際の改善点

として、映像制作の流れを理解し代理店的業務

ができるプロデューサー人材の経験者が求めら

れる。映像制作には、実際に制作を行う業務であ

るディレクターと、運用していく業務のプロデ

ューサーが両輪となって進めていくことが大切

なのである。 

その上で、TMJ は実際の撮影にあたっては PM

の制作業務ができるようになる必要があったが、

現場経験のない状態でいきなりはなかなか難し

い。そこで具体的な機材についてはまたスタジ

オ管理者の両名に手伝ってもらい、撮影の具体

的な方法や準備についてはディレクターの筆者

が具体的な指導を行いながら、TMJにカメラを回

させた。それにより完成を迎えることができた。

製作開始から２ヶ月近くかかったが、初めての

制作においては十分に一連の制作の経験ができ

た結果となった。 

 

３．「まる一日 TV」制作 

 

「大正大学における tableau 導入動画」を皮切

りに、「学生 welcome 動画」、「秋学期からの対面

授業での感染予防対策について」VP などの制作

を重ねた。映像制作は企画によって制作準備や

予算が全く変わってくるが、様々な映像を制作

することでプリプロダクションからポストプロ

ダクションの一連の作業手順はより強固に身に

付けられた。それらの経験を踏まえ、いよいよガ

モールTV「まる一日TV」に活かすこととなった。 



今回筆者は以下の５つの番組の作成をディレ

クターとして担当したが、具体的にその制作方

法や演出方法をまとめていく。 

 

（１）地域とつながる大正大学 

2020年11月７日（土）A.M7:30〜9:30放送。ス

タジオ収録を主に、連携自治体の現地とスタジ

オとをZOOMで中継しスタジオの出演者と対話す

る形とした。制作費を抑えるためにスタジオの

美術セットは一切なく、センターに大型モニタ

ーを配置し、その両脇にMCとして立川志らら氏、

そしてアシスタントに職員で鴨台会事務局の清

水瑞衣氏の二人がゲストを交え、進行していく

形とした。 

立ち位置は画面左手（下手）に司会者（以下 MC）

画面右手（上手）にゲストとした。これは演劇メ

ソッドから映画においての演出にも使用されて

いる主と従の位置の演出である。今回は地域の

紹介を主とするためにゲストを上手に置くこと

とした。そのためゲスト不在の地域では地域紹

介を行うアシスタントを上手に置きゲストに近

い役割とした。 

番組の構成として、制作時間を短縮させるた

めにアヴァン（タイトル前の部分）をカットし、

タイトルからスタートさせることとした。また

そのタイトルは、以前タイトル作成講習会の際

にお世話になったデザイナーの高橋憲也氏にお

願いし作成してもらった。タイトルにもなって

いる「地域とつながる」というところを一番に表

現していただき、そのつなぎ役に大学があると

いうことを表現してもらうデザインとしてもら

った。 

番組タイトルの後、鴨台会の紹介映像、そして

順番に長野県小布施町、三重県伊勢市、松阪市、

鹿児島県奄美市、山形県新庄市、宮崎県延岡市、

兵庫県淡路市の紹介をしていく形とした。基本

的には鴨台会が作成した各地域の説明パワーポ

イントを流すという演出であるが、全てがパワ

ーポイントであると一辺倒になってしまい飽き

てしまうため、各地域ごとに一部の紹介方法を

変える形で行った。 

長野県小布施市では、スラックラインという

ロープを使ってその上で飛んだりはねたりする

競技の紹介を行ったのだが、その紹介の後に実

際に現地で行っている映像を取り寄せて組み込

む形とした。それにより、より臨場感のある実際

の動きが感じられることとなった。 

同様に三重県の松阪市では、鴨台会の三重県

支部が行った合同コンサートの映像を組み込ん

だ。 

これ以降も同様に、現地動画の組み込みを行

うと、今度はそれがルーティンとなってしまい

マンネリ化してしまう。そこで次の鹿児島県奄

美市では、地域の紹介のあとに鴨台会の常任理

事である渡辺道夫氏にインタビューを別撮りし、

構成に加えた。渡辺氏は奄美市へ学生の引率経

験もあり、その時に起こった出来事の詳細を語

っていただくことができ、非常に奄美市と大正

大学の関係のリアルなお話をいただくことがで

きた。 

次の山形県新庄市では、新庄市の説明の後に、

巣鴨の駅前から大正大学までを会場として行わ

れた新庄まつりの記録映像を、清水氏のナレー

ションを入れた映像を作成し組み込んだ。それ

により番組のタイトルでもある「地域とつなが

る大正大学」をより体現できるものとできた。さ

らに新庄市は、現市長の山尾順紀氏が大正大学

の出身ということもあり、ZOOM 出演していただ

きリアルなお話を聞くことができた。 

宮崎県延岡市では説明の後に、現在の大正大

学副学長であり元延岡市長である首藤正治氏に

スタジオにお越しいただき、MC と対談する演出

とした。これにより ZOOMでの対談とまた区別化

できた。 

さらに地域紹介の合間には鴨台会南九州市部

の支部長である野中玄雄氏を ZOOMでつなぎ、学

生の地域実習の現状について語ってもらった。

これによって地域の紹介のみではなく、学生と

地域の関係性を表すことができた。 

最後に、兵庫県淡路市では、淡路市局長の山中



昌幸氏にスタジオに出演いただき、淡路市局で

制作した現地の紹介映像を放映していただいた。

この映像は奄美市の映像制作会社に制作しても

らったものということで、非常にクオリティの

高い、そして美しい風景などの映像となってい

た。 

このように、地域の紹介を行うにあたって地

域ごとに少しずつ違った方法を演出することで

一辺倒にならないようにすることができた。こ

れらはこの番組の主体となった鴨台会の方々、

そして「まる一日 TV」の制作全体を統括してい

る魅力化推進部の方々、そして TMJ の綿密な計

画と準備によって可能となった。そして ZOOM で

の中継とスタジオ収録を併せるという高度なシ

ステム設計は、スタジオ管理者の協力により可

能となった。 

この番組のさらなる向上を目指すとすれば、

今回は制作時間がタイトだったために各地域の

紹介はパワーポイントでのものとなったが、こ

の部分を映像化することである。現地へ行き実

際の風景を撮影したり、学生が実習を行ってい

る様子を撮影したりすることでよりリアルな地

域と大学の関係性が表現できるであろう。また

そのイメージをより広げられるようなスタジオ

の美術セットや、今回はコロナ禍のため招聘出

来なかったが、実際に地域実習に行った学生を

登壇させ、MC と対談させるなどのコーナー演出

も効果的となるであろう。 

 

（２）すがもオールキャンパス「立川志ららの商店街

で街ブラ！in 巣鴨」 

2020年11月７日（土）A.M9:30〜10:30放映。オ

ールロケ。MC の立川志らら氏と学生の富田沙樹

氏が巣鴨駅前からスタートし、大正大学と連携

している巣鴨駅前商店街、地蔵通り商店街、庚申

塚商栄会を通りながら大正大学まで辿り着く街

歩き番組とした。 

街歩き番組の制作で重要な点は、事前準備で

ある。一見、演者が気の向くままに歩きながら、

気になったお店に入っていくというように見え

るが、撮影には許可が必要であり、またお店のか

たは仕事中であるため急な対応が難しい。そこ

で事前にリサーチと許可取りが重要になってく

る。実際の制作ではまずリサーチャーやアシス

タントディレクターが現地へ行き、ネタになり

そうな場所を探す。視聴者が知っている店や予

想のつきやすいネタでは見てもらえないからで

ある。 

今回は TMJ と魅力化推進部がリサーチャーの

代わりとして各店舗を周り、撮影許可とおすす

めの商品を聞き出すことから行った。また撮影

可能時間をヒアリングし、撮影順を決めていっ

た。 

しかし番組の構成としては、巣鴨駅前から始

まり商店街を歩き、大正大学に到着するという

内容とした。それにより巣鴨の駅前から大正大

学までの道のりを理解してもらい、その道中の

魅力を描くためである。しかし実際の撮影順は

撮影可能時間で店舗を回っている。そこで注意

しなくてはいけないのは日の光である。当日は

午前９時から撮影が開始された。この番組は1時

間番組であるが、もちろん１時間で撮影が終わ

るわけではない。１店舗３分の紹介尺でも全17

箇所の撮影がある。そして店舗間の移動がある。

さらに、許可を取っていても急な来客対応や予

想外の出来事が起こるのが通常である。実際に

撮影が終わったのは午後５時ころとなった。 

今回の制作ポイントとしては、一般的な番組

では３倍回し、ドキュメンタリーでは10倍回し

と言われる撮影方法を取ることをやめたことで

ある。事前のリサーチで紹介する商品を決めそ

の話のみとし、各店を３分で終わらせるように

タイムキーパーには演者への合図を行わせるこ

ととした。それによって撮影した映像をほぼほ

ぼ使い、編集時間を短縮させるという方法とし

た。そのため事前に出演者には台本で、具体的に

紹介する商品と店舗の情報を示しておいた。そ

れでももちろん３分きっかり収録が完了するこ

とはなく、多少の素材の過不足は出ることにな

った。撮影素材が足りない場合は返って編集時



間がかかってしまうので大変怖いことであった

が、今回のロケでは長く話をしてくださる店の

人が多く、その心配はなかった。だが多すぎても

編集に時間がかかってくる。残念ながらとても

良いコメントでもカットすることとなった箇所

もでた。 

今後の改善点としては、今回は撮影許可の取

れた店をすべて回る形で行ったが、何かしらの

テーマの下で回る店を演出することなどが考え

られる。一般的に知られたお店だが、初めて紹介

する商品に限ったり、大正大学との関係に焦点

をあてた話のみに限ったりという感じである。

今回はそのテーマがなかったために残念ながら

話が表層的になることが多く、強くメッセージ

を表現することにはなりにくかった。だが協力

してくださる店舗が多く大変ありがたいことで

あった。この企画をより膨らませ、また丁寧に制

作ができるようになれば、各店舗の広告映像に

も使えるようになるであろう。そのような形で

恩返しができるようになればよいと思う。 

また、街歩き番組の撮影ではあまり見えない

仕事ではあるが大変大切な仕事がある。それは、

通行の際の誘導である。番組中では何事もなく

演者が歩いているように見えるが、演者の周り

には演者の何倍ものスタッフがいる。カメラ、デ

ィレクター、先回りして店舗へ連絡するスタッ

フ、交通誘導スタッフなどである。画面上何も問

題なく街を歩いて、店に入っていくためには非

常に大勢の労力がかかっているのである。そん

なスタッフワークを今回は TMJ 及び魅力化推進

部が大変綿密に準備を行い、大きな問題なく無

事に撮影終了できたことは良いポイントであっ

た。 

 

（３）TAISHO LIFE CLUB and CIRCLE 

2020年11月７日（土）P.M1:30〜3:30放映。番

組前半に室内ロケ、後半に VTR。前半の室内ロケ

は大正大学構内の体育棟にて収録。後半のVTRは

各団体が制作した団体紹介の VTR とした。MC に

立川志らら氏を迎え、パフォーマンス研究会、ダ

ンス愛好会、カバディ部、太鼓部、茶道部、バレ

ーボール同好会の６団体を紹介した。VTR は上記

以外の団体のものとした。 

室内ロケとしての基本的な番組構成は「地域

とつながる大正大学」と似るため、MC を主軸に

ゲストへインタビューする形式とし、上手を MC

とした。また、「地域とつながる大正大学」のゲ

ストは基本的にインタビューなどに慣れている

大人であった事に対し、「TAISHO CLUB snd 

CIRCLE」に登場するゲストは慣れていない学生

が多いことを配慮し、MC が主に回す形とした。 

イントロダクションには大正大学学生部の石

田充敏氏に登場いただき、大正大学の部活、サー

クルの特徴や歴史についてを話していただき、

よりわかりやすくするために石田氏のお話の上

に過去の写真等を被せて紹介する映像とした。

また、イントロダクションは学生部が説明を行

い主軸として回すため、この箇所は学生部を上

手に登場させる構成とした。 

この番組も編集時間を短縮するために、一団

体の尺の収録時間を予め決め、基本的には団体

の魅力、歴史、部員数など同じ質問を行い、その

中で魅力的に広げられる内容について時間内に

広げてもらうという形となった。またトークの

最後には各団体のパフォーマンスコーナーを設

け、ジャグリングの実演やダンスの実演、また茶

道部はお点前を行ってもらい、より団体の具体

的なイメージがわかる紹介となるようにした。 

収録方法は、室内ロケであるためスタジオ収

録と同様にカメラ３台での収録とし、１camがMC、

２cam が全景、３cam が学生を撮影するように配

置した。また編集時間を短縮させるため、カメラ

ごとに記録を行うパラ回しも行いながら、リア

ルタイムで使う画を切り替えるスイッチングを

行い、その結果を収録出来るようにシステムを

設置した。これにはまたスタジオ管理者の両名

に協力を依頼し、システム設計の打ち合わせを

重ねることで作り上げた。 

編集方法は、できるだけ学生の元気な雰囲気

を出すために、話している内容を画面に文字で



出すボイスフォローを行った。 

今後の改善点としては、団体が実際に活動し

ているところを取材に行き、映像化して組み込

むとよりイメージを伝えやすくなるであろう。

コロナ禍では各団体の活動自体が制限されてい

るので取材は難しいが、今後の状況に期待した

い。 

 

（４）「落語に ZOOM」 立川一門の落語バラエティ 

2020年11月７日（土）P.M3:30〜5:30放映。ス

タジオ収録。筆者が担当した番組の中で一番の

バラエティ色の強いものとした。MC に立川志ら

ら氏を上手に配置し、下手に立川一門の立川志

獅丸氏、立川志のぽん氏、立川かしめ氏を二列に

配置。２時間尺の番組のため、大きく３つのテー

マでトークをしてもらい、各トークの合間に下

手の３名に落語を披露してもらい挟み込む形と

した。トークテーマは「落語家ってどんな仕事な

の？」、「落語家の会話のつかみ術を教えます」、

「落語家生活珍道中」の３テーマを MC の立川志

らら氏に提案してもらい採用した。そしてその

テーマを事前に出演者に共有していただき、台

本上はフリートークとしスムーズな流れで収録

ができた。また挟み込む落語は立川かしめ氏は

「ん回し」、立川志のぽん氏は「がまの油」、立川

志獅丸氏は「子ほめ」をそれぞれ選出していただ

き実演してもらった。 

収録方法としてはトークの３テーマを順撮し、

その後に３名の落語を構成と逆の順で撮影を行

った。トークと落語を固めて撮るのはセットチ

ェンジを１回で済ませ、収録時間を短縮するた

めである。また、落語を逆の順で行うのは年配者

からの収録を行うことで、若手の気持ちを楽に

することの演出である。 

しかし番組の構成ではトーク→落語→トーク

…と繰り替えすことで番組の流れのマンネリ化

を抑え、飽きさせないようにした。出演者はトー

クコーナーの冒頭部では、あたかも落語の演目

を聞きそれを受けた形でスムーズに会話の導入

が行われている。これはこちらの演出を超えて、

MC や出演者のプロの力量を見せつけた遊びの演

出となった。 

今後の改善点としては、美術セットをより落

語バラエティ風にすることである。今回は毛氈

を敷いたのである程度雰囲気は出た。また画面

に立体感を出すために４本の柱を立てたが、落

語の雰囲気まではまだ出せていない。スタジオ

収録にはセットの美術費がかかることを認識し、

より制作費をかけることでクオリティが上がっ

てくる。このトーク番組の企画はテーマを変え

ることと落語の演目を変えることでさらに展開

していくことができる。今後も継続可能な番組

企画となっているので、美術費にどうか力を入

れていきたい。 

 

（５）光とことばのフェスティバル2020〜祈り〜 

2020年11月７日（土）P.M6:00〜7:00放映。ス

タジオ生放送と収録 VTR。このブロックでは筆者

は収録 VTRを担当した。収録 VTRは２種類あり、

１つ目は2010年に行われた第一回目の「光とこ

とばのフェスティバル」の模様を収録したドキ

ュメンタリー風のVTRで、２つ目は2011年〜2020

年までの第二回から九回目までの「光とことば

のフェスティバル」の記録をダイジェストVTRと

した。そしてその映像を見ながらスタジオの MC

やゲストが語るという番組構成となった。 

１つ目の VTR は、実は今回の番組用に制作し

たものではない。これは第一回目の「光とことば

のフェスティバル」の企画内に組み込まれてい

たものである。第一回目は現在の「光とことばの

フェスティバル」のように学生がグループごと

に全員で１つのものを作るという方針ではなく、

グループ内でねぷた制作班と映像班という役割

を分け、各班ごとに自分たちの制作記録番組を

作るという企画が含まれていた。 

これには全体の映像制作の指導と取りまとめ

を、当時 NHK エデュケーショナルのディレクタ

ーであった森川健太氏を招聘し担当していただ

いた。そのため映像の内容は非常に細かく演出

されており、各チームの紹介の回や制作途中の



回、また完成してイベントの本番を迎える回な

ど、ひと班につき複数の記録映像が制作された。

今回の番組内ではそれらすべてを流す尺がなか

ったため、イベント当日の回のみを放映するこ

ととした。 

２本目の VTR については、各年度のダイジェ

ストを昔のものほど長く、近年のものは短くと

いう構成で制作を行った。近年のものは動画素

材が少なかったため、静止画を使用したスライ

ドショーとなっている。 

第二回目の「光とことばのフェスティバル」か

らは、学生は全員でねぷた制作を行うことにな

ったため、第一回目ほど密着した映像記録が残

っていなかった。だが、「光とことばのフェステ

ィバル」経験者の上級生による各班への FA 制度

が導入されたため、記録も上級生が撮影すると

いう形が行われた。そこで上級生が撮影、編集し

まとめた「光とことばのフェスティバル」の映像

を素材に、抜粋しながら作成を行った。 

また、今年の「光とことばのフェスティバル」

を見ると、今までのような記録映像ではなく、

YouTube ライブ配信を行うなどのような新たな

記録の仕方を行っている。番組化するだけでは

なく、今後の新たな表現方法が模索されている。 

 

４．まとめ 

 

その他に大正大学出版会の月刊誌「地域人」CM

制作を行ったが、これについても今回は文字数

の関係から割愛する。 

今回、約一年の月日をかけて TMJ への映像制

作指導を行い、その成果として「まる一日 TV」

の制作までを行ってきた。その成果として映像

制作の一通りの経験と制作準備のスキルを身に

つけさせることができたと思う。しかし一朝一

夕で出来ないスキル習得については、ディレク

ターに関しては今後も筆者が対応しながら指導

を行うことで継続的に改善していくことができ

る。しかしその他に関しては、今後もその道のプ

ロを招聘し、手伝ってもらうことが必要となる。

特に映像制作の現場を経験し運用を行うことの

できるプロデューサーの必要性や十分な制作費

の確保、そして映像制作の制作期間の確保など

の課題点は解決していく必要が見えてきた。制

作期間に関しては、今回この５番組を約２ヶ月

で制作するという私にとっても経験したことの

ない忙しさとなった。特に最後の２週間は大学

に泊まり込みの作業となり、１日20時間近くの

作業という状態になったことは改善していかな

くてはならない。１年間をかけて、多くてもひと

月に１本の制作というスタンスで行えるように

する必要がある。さらに今後も「まる一日 TV」

を継続するのであれば、今回の番組の中から継

続番組の選定と新番組の企画立案などの企画会

議を行い、コンスタントに制作が行われる体制

づくりが必要であろう。そのためにもプロデュ

ーサーの役割が非常に大切になってくるのであ

る。 
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